
常
任
・
特
別
委
員
会
で
活
発
議
論
！

各
委
員
会
に
お
け
る
審
査
案
件
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
総
務
委
員
会

①
財
政
基
盤
安
定
化
計
画
セ
カ
ン
ド
ス

テ
ー
ジ

②
苫
小
牧
市
地
域
情
報
化
計
画
の
計
画

期
間
延
長

③
苫
小
牧
市
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

事
業
実
施
結
果

▽
厚
生
委
員
会

①
苫
小
牧
市
空
家
等
対
策
計
画

②
戸
別
収
集
試
行
の
検
証
結
果

③
糸
井
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
廃
炉

④
市
有
施
設
に
お
け
る
高
濃
度
P
C
B

︵
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
︶
使
用
安

定
器
の
点
検
状
況

⑤
旧
ト
マ
モ
ー
ル
石
綿
除
去

⑥
苫
小
牧
市
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
の
整
備

⑦
苫
小
牧
市
児
童
セ
ン
タ
ー
の
運
営

▽
文
教
経
済
委
員
会

①
苫
小
牧
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
経
営

展
望
︵
素
案
︶

②
苫
小
牧
市
教
育
大
綱

③
苫
小
牧
市
図
書
館
運
営
方
針

④
第
四
次
苫
小
牧
市
子
ど
も
の
読
書
活

動
推
進
計
画

▽
建
設
委
員
会

①
苫
小
牧
市
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
実
施
計

画
②
公
共
施
設
樹
木
適
正
化
事
業

③
苫
小
牧
市
住
生
活
基
本
計
画
︵
案
︶

▽
総
合
開
発
特
別
委
員
会

①
米
軍
再
編
に
伴
う
米
軍
機
訓
練
移
転

②
苫
小
牧
に
お
け
る
C
C
S
大
規
模
実

証
試
験
C
O
2
圧
入
期
間
延
長
に
向

け
た
海
洋
汚
染
防
止
法
に
基
づ
く
変

更
許
可
申
請

③
平
成
31
年
度
苫
小
牧
港
港
湾
整
備
事

業
予
算
及
び
平
成
30
年
苫
小
牧
港
の

港
勢

④
総
合
開
発
特
別
委
員
会
調
査
結
果
報

告
▽
安
全
・
安
心
及
び
市
民
ホ
ー
ル
に

関
す
る
特
別
委
員
会

①
︵
仮
称
︶
苫
小
牧
市
民
ホ
ー
ル
の
整

備
手
法
検
討
と
進
め
方

②
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
係
る
課
題

検
証

③
地
震
動
と
耐
震
基
準

④
安
全
・
安
心
及
び
市
民
ホ
ー
ル
に
関

す
る
特
別
委
員
会
調
査
結
果
報
告
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　近年、地方分権の進展に伴い、地方公共団体
の自己決定及び自己責任の範囲は拡大しており、
議会が市政に果たす役割は、ますます重要にな
ってきています。このため、合議制の議事機関
である議会は、独任制執行機関である市長との
健全な緊張関係を保持しながら監視機能、調査
機能、政策形成機能などを最大限に発揮すると
ともに、開かれた議会とするために市民の声を
常に聴き、市政に反映できるよう機能強化に努
めなければなりません。
　また、議会を構成する議員は、政治倫理を遵
守し、誠実かつ公正に活動しなければなりませ
ん。そこで、苫小牧市議会では、平成28年から
約2年間にわたり、議会改革検討会や代表者会
議で議論を重ね、より一層市民に開かれた議会
を目指すことにより、市民の福祉の向上及び市
政の発展に寄与するため「苫小牧市議会基本条
例」を平成31年4月1日に施行しました。

■ 議会基本条例の構成 ■

前　　文

第1章　総則
第1条　目的 ・ 第2条　基本理念

第2章　議会及び議員の活動原則
第3条　議会の活動原則 ・ 第4条　議員の活動原則

第7章　補則
第15条　条例の位置付け等 ・ 第16条　条例の見直し

第3章
議会運営

第5条
委員会の運営

第6条
全員協議会

第7条
会派

第4章
市民と議会
との関係

第8条
広報広聴の充実

第9条
情報の公開
第10条

市民参加の促進

第5章
市長等と議会
との関係

第11条
議会への
説明等
第12条
趣旨確認

第6章
専門的知見の活用
及び議会事務局の

体制整備

第13条
専門的知見

の活用
第14条

議会事務局

苫小牧市議会基本条例を制定！　～ 開かれた議会を目指して ～

１１


